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１、はじめに
イカについて【学習指導要領～内容～より】

中学1年生（7年生）の内容
・動物の体の共通点と相違点

 身近な動物の外部形態の観察を行い，その観察記録などに基づいて，
共通点や相違点があることを見いだして，動物の体の基本的なつくり
を理解すること。また，その共通点や相違点に基づいて動物が分類で
きることを見いだして理解すること。

無脊椎動物については，体のつくりの特徴に基づいて分類される幾つ
かの仲間が存在することを，節足動物，軟体動物を中心に理解させる。
その際，昆虫，エビ，イカなどの外部形態について観察させたり，調
べた資料を基に比較させたりすることが考えられる。



１、はじめに

イカについては外
観について触れら
れている。

啓林館

「未来へ広がるサイエンス1」



１、はじめに
イカについて【学習指導要領～内容～より】

中学2年生（8年生）の内容
・生命を維持する働き

 消化や呼吸についての観察，実験などを行い，動物の体が必要
な物質を取り入れ運搬している仕組みを観察，実験の結果などと
関連付けて理解する

動物の体のつくりと働きの理解を深めるために，例えば，魚の煮
干しやイカなどを解剖して内部のつくりを観察し，ヒトの体のつ
くりとの比較から動物の体のつくりの共通点に気付かせ，ヒト以
外の動物についても，消化系や呼吸系，循環系など生命を維持す
る仕組みがあることを理解させることも考えられる。



１、はじめに

啓林館「未来へ広がるサイエンス2」



１、はじめに
イカの解剖でよく使われる

「スルメイカTodarodes pacificus」の値段

一杯100～300円程度

⇒予算オーバー

そこで、、、代わりに

「ヒイカLoliolus (Nipponololigo) japonica」

 一杯25～35円

を使って解剖実験をしてみました。



２、授業内容（学習過程）

学習内容 学習活動

導入
ヒイカ紹介 授業プリント（ヒイカクイズ）を出題する

⇒答え合わせをする。

展開

○ヒイカの口を観察する（4分）

〇ヒイカの血管を観察する（10分）

〇内臓を観察し、スケッチする。
（5分）

〇消化管が1本につながっていること
の確認（5分）

○口の場所を確認してから、ピンセットを用いて、顎の形からカラストンビと呼ば
れることを知る

〇ヒイカの血管を紹介し、血液が透明であることを確認する。そして、そこに過酸
化水素水をスポイトで注入することで、酸素と結合すると青色になることを知る。

〇内臓を観察し、スケッチしてもらう。その際、名称、学名、分類を黒板に板書す
る。

○土央がを見て、消化管が1班につながっていることを確認する。また、肛門がど
の位置にいるかも知る。

まとめ
○まとめる ○ヒトとの共通点や違いを考え、まとめる。また、感想を記入する。

用意するもの

ヒイカ、解剖ばさみ、うすい過酸化水素水、スポイト



２、学習内容（ワークシート）



２、授業内容（板書）



２、授業内容（導入：イカクイズ）

①ヒイカには何本足があるで
しょうか

ア、2 本イ、8 本ウ、10 本

②ヒイカの血は何色でしょうか

ア、赤色イ、緑色ウ、無色

③ヒイカの口は図1 のA～C のう
ちどこにあるでしょう

④ヒイカは図1 のアとイどちらが
上でしょうか？



２、授業内容（導入：イカクイズ）

④について

とうそくこう

「頭足網」
「ゲッソー（スーパーマリオ）」

や「インクリング（スプラトゥー
ン）」は常に逆立ちをしている状態



２、授業内容（展開：内臓の観察）

えらや胃、肝臓、
えら心臓（イカ
は心臓1つとえ
ら心臓を2つ
持っている）な
どを観察するこ
とができた。



２、授業内容（展開：血液の観察）

うすい過酸化水素

水によって青色に
変色している。

ヒト：濃い赤色

ヘモグロビン

⇒淡い赤色

イカ：無色透明

ヘモシアニン

⇒青色



２、授業内容（展開：口の観察）

カラストンビ



３、まとめ（スケッチについて）



３、まとめ（ヒトとの共通点・相違点）



４、今後の展望・課題点

★よかった点
ヒイカは全員分or2人～4人に一杯用意できる。

・予算的に現実的である。

・生徒が「実際に」触れるためのきっかけをつくること
ができる。

・道徳「生命尊重」につなげることができる。



４、今後の展望・課題点

★課題点
・墨袋の破壊⇒見えなくなる

・スルメイカとの大きさの違い

⇒細部まで観察できない。

⇒演示用にスルメイカ等を用意し

併用する

・「くさい」「きもちわるい」



５、他の実践紹介（マアジの観察）
無脊椎動物（ヒイカ）⇔脊椎動物（マアジ）



５、他の実践紹介（ちりめんモンスター）

かね上 チリもん図巻



ご清聴あり
がとうござい
ました。


